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2014年  3月 第二例会   770回 
 

3月25日(火) 於 ホテルグランヴェール岐山 12：15～ 

  

 

                                            司 会                                           

 １ 開会ゴング                             会 長  

 ２ 国歌並びにライオンズヒムの歌斉唱 

 ３ ゲスト及びビジターの紹介 接待委員長 

 ４ 慶祝行事（結婚祝）   

 ５ 会長挨拶 

 ６  講演                334-Ｂ地区 名誉顧問 

 ７ ＺＣご挨拶 334-Ｂ地区第１Ｒ第３Ｚ ＺＣ 

      

          ＜ 食   事 ＞ 

 

 ８ 幹事報告   

 ９ 各委員会報告     

 10 テールツイスター登場   

 11 出席報告         出席大会委員 

 12  会計報告  

 13  閉会ゴング                              

 

L.豊田 

L.小野木 

 

L.熊澤 

L.小野木 

L.小野木 

L.松波英一 

L.鵜飼英治 

 

 

 

L.大橋 

 

L.長谷部 

L.中島 

L.広瀬(真) 

L.小野木 

 
 

 

 

 

第770回 通常例会 第770回 幹事報告 

ドネーション 

ファイン 

Boxファイン 

合計  

12人 

6人 

 

18人 

金額 

金額 

金額 

金額 

65,000円 

22,000円 

円 

87,000円 

会員数 

出席数 

出席率 

49人 

43人 

87.8％ 

日  時： 

場  所： 

例会名： 

４月８日（火）12：15から 

ホテルグランヴェール岐山 

花見例会 

  ３日 L.志智慈朗     ３日L.篠田浩之 

 15日  L.日比野晃一 24日L.山田敏夫 

岐阜西ライオンズクラブスローガン 
 

一致団結ライオンズ魂、日本から世界へ発信 

334複合地区スローガン 

温故知新－創造と挑戦とスピー

ド、さらなる価値ある奉仕を 

334－Ｂ地区スローガン 

「ありがとう」感謝の心で 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 

結婚祝  

1. 第３回ガバナー諮問委員会報告事項 

  1. 次期ガバナー候補者 L.北野茂樹（大垣ＬＣ） 

  2. 次期リジョン役員候補者 

    次期ＰＲ委員 L.大野弘一(岐阜長良川ＬＣ) 

    次期四献・ＬＣＩF・環境保全委員 L.田中義正

（ 〃 ） 

    次期ＹＣＥ委員 L.奥村保雅（ 〃 ） 

    次期青少年健全育成推進・薬物乱用防止・レオ委

員 

     L.佐藤義之（ 〃 ） 

    次期青少年健全育成推進・ライオンズクエスト委員 

     L.鷲見泰宏（ 〃 ） 

  3. 次期ＺＣ候補者 L.高田大助（岐阜長良川ＬＣ） 

     次期ＺＣＡ候補者 L.大野弘一（ 〃 ） 

  



そ特別記事

  みなさんこんにちは。暑さ寒さも彼岸まで、といいますが、お彼岸の中

日も過ぎまして、桜の便りが届き始めました。また３月は年度末であります

が、今年は消費税増税の絡みもあり何かとお忙しい中、多数のご出席をし

ていただき感謝申し上げます。 

本日はお二人のゲストにお越しいただいております。334Ｂ地区名誉顧問

のＬ．松波英一、同じく第３ゾーンＺＣのL.鵜飼英治です。前回の例会にて

お願いいたしましたように、家族会員の増強についてであります。お二人

に直接お話をしていただきまして、その重要性を皆さんにご理解していた

会長挨拶 会 長 L.小野木 慶明 

名誉顧問のお話 
ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｂ地区 地区名誉顧問 L.松波 英

ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｂ地区 第１Ｒ 第３Ｚ ＺＣ L.鵜飼 

 最近の日本を見ておりますと、語学力と営業能力がなく、非常に

外交が下手であるように思えます。ライオンズクラブも国際的にもし

かり。家族会員という名前が独り歩きし、全く理解もされないまま名

前のみが定着してしまった為に会員が増やせない。そもそもは

2007年にL.山田實紘が国際理事になり、ライオンズ必携にも家族

会員という名称の記載が国際協会で決まった。まず必携の会員の

種類を皆さんもご覧ください。家族会員はすなわち正会員です。

そこが日本の会員に理解されず、特別なもののようになった。国際

感覚では家族会員とはファミリーという定義です。同じファミリーと

して、夫がライオンズであれば家に帰って奥さんにライオンズの話

題をします。欧米ではそれが原則であり、伝わって当たり前。日本

は帰っても話さない。この差が日本とアメリカであります。権利は

あっても義務はない、という言葉もよく聞きますが、それはおかしい。

ファミリーであるならば権利も義務もありません。すべて一緒です。

アメリカ大統領は奥さんと一緒に演台でスピーチする。これが国際

的な姿です。 オバマ大統領の言葉で「オフショア・バランシング」というのがあります。上陸作戦をしない、戦争しないでバランスを

とった政策をやる、これが彼らの方針です。すなわちアジアにおいてアメリカの力が弱くなっているといえます。アメリ

カでは日本が橋頭堡であるという考え方です。ライオンズクラブは奉仕団体ですので、政治を議論するつもりはあり

ませんが、アメリカが誕生の地であるから仕方がありません。日本で家族会員という理解がなぜ浸透しなかったか。

その理由の一つには日本には全国８地区の複合地区議長連絡会というものがあるということ。本来なら国際会長か

らガバナーへ直接方針が伝わるはずが、日本だけが複合地区議長連絡協議会を通しており、そこに国際理事は

入っていない。日本は特殊なライオンズクラブという位置づけが世界でも定着しつつあるのです。現在、会員数はア

メリカが１位、インドが2位、日本が3位、韓国が4位。来年は韓国が日本を追い抜くと明言しています。インドはアメリ

カを追い抜きます。世界の情勢はそれぐらい変わりつつあることをご理解願いたい。また家族会員とは正会員である

ということを認識していただきたい。日本は、国際会長からの直接の方針も、その意味も本来の流れで伝わらない為、

本当のことが理解されないままになり、従来の政策を続けています。このままでは日本は世界からおいてきぼりにさ

れる。L.山田實紘が国際会長にならなければ、今後30年間日本に国際会長が回ってこないと言われました。韓国は

英語が得意なリーダーシップをとれる人材がたくさんいるそうです。L.山田はアメリカが日本を橋頭堡としたい旨も踏

まえ、日本の将来の為に国際会長に名乗りを上げたのです。ハンブルグのスピーチでは、日本ライオンズの為、国

益の為に、正義・忠義・愛国心という武士道精神を掲げて、日本ライオンズ会員数の倍増を宣言しました。ところが、

日本ライオンズ連絡協議会はそのことを機関決定していないという理由で協力する必要はないと判断しました。国際

感覚のズレた日本ライオンズはこのままでは滅亡するということが懸念されます。 

日本ライオンズ会員の増員が伸び悩んでいる今、L.山田は国際理事会で針のむしろにいうような立場です。なんと

か皆様に家族会員を真に理解していただき増員を協力願います。 

 

 過日第３回キャビネット会議の席上に名誉顧問がおみえになり、名誉

ＺＣ挨拶 ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｂ地区 第１Ｒ 第３Ｚ ＺＣ L.鵜飼 英治 



そ委員会活動

そ同好会報告

献血事業 

第５回 ゴルフ同好会コンペ 

結婚祝 

 ３日 L.志智慈朗     ３日L.篠田浩之 

 15日  L.日比野晃一 24日L.山田敏夫 

 

おめでとうございました。 

 

３月１５日（土）にカラフルタウンにおいて、献血活

動を行いました。受付４０名、４００ml献血３８名とな

りました。 

これで本年度の献血は最終となります。 

多くの方にご協力頂き有難うございました。 

 

保健・四献・視聴力・アイヘルス委員長 L.森口 和巳 

３月１８日（火）にグリーンヒル関ゴルフ倶楽部にお

いて開催。 

優勝者 L.井ノ浦 健 

おめでとううございました。 

 

次回５月２０日(火)美山カントリークラブ 開催 

 

 

 過日第３回キャビネット会議の席上に名誉顧問がおみえになり、名誉

顧問と一緒になって各クラブへ行き、家族会員の話をしての回ってはど

うかということになりまして、３ゾーンは松波名誉顧問とクラブ訪問させて

いただき、今日で５つ目のクラブが岐阜西ライオンズクラブとなりました。

皆さんに家族会員について理解を得ていただこうと回っていく中で、各

クラブとも今までにない数字で会員数が増えています。 

 家族会員は、今年度３月３１日までに入会すると、入会金２５ドル、年

会費７．１７ドルです。複合地区費、複合地区大会費、地区費、地区大

会費、各種協力金は必要ありません。会費の対応は各クラブそれぞれ

ですが、正会員の年会費の中から家族会員分の必要経費を捻出して

いるクラブもあります。岐阜西ライオンズクラブにおかれましては、今期

かなり正会員も増やしていただいきました。これほど力のある岐阜西ライ

オンズクラブに頼もしさを感じ、家族会員増強についても大いに期待し

ています。 

 日本で２番目となる国際会長L.山田實紘をわれわれがバックアップし

なくて誰がやるのか、とにかく３３４-Ｂ地区が最大に力を発揮しなければ

ならないと感じます。組織的にはいろいろ複雑な問題もありますが、なん

とか３月末までのご協力をお願いし、われわれの手でL.山田實紘を盛り


